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１．概要（Summary） 

文部科学省・GRENE 事業の研究の一環として鉛フリ

ー圧電材料を用いた振動発電デバイスを目指し、京都

大学ならびにNIMSと共同で開発している。京大ナノ

ハ ブ 保 有 の 多 元 ス パ ッ タ 装 置 を 用 い

Ba(Zr,Ti)O3-(Ba,Ca)TiO3 系材料のスパッタ成膜を行

った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 多元スパッタ装置 

・実験方法 

 Ba(Zr,Ti)O3 と(Ba,Ca)TiO3 ターゲットを用いた同時ス

パッタ法により、1 枚の基板上で組成の異なる薄膜を同時

形成した。 成膜した基板を切り出した後、各チップ基板

について結晶構造解析ならびに圧電特性評価を行い、

最適組成を調べた。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 スパッタ成膜において、基板温度を 700℃から 800℃ま

で変えて、ペロブスカイト構造が得られる最適温度を調べ

た。Fig. 1に各基板温度で形成した薄膜のX線回折図を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 1 Deposition temperature dependence of X-ray 
diffraction patterns. 

 

示す。同図より、基板温度 700℃以上でペロブスカイ

ト構造が得られることがわかった。 

 Fig. 2に得られた薄膜の比誘電率の組成依存性を示

す。BZT 組成 0.5 付近において比誘電率は最大値

（=770）を示す。同様に圧電定数も BZT組成 0.5付

近で最大値 e31=0.5（C/cm
2）を示した。 

Fig. 2 Composition dependence of relative electric 
constant for BZT-BCT thin films. 

 

４．その他・特記事項（Others）  

  特になし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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